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  We studied on the clinical effects of administration of 180 mg per day of leftose combined with

a small dosage ofantibiotics， 500 mg per day ofcephalexin（CEX） or pentrex（AB－PC）， for the 82 patients

with acute cystitis （Jeftose－group）． These effects were compared with the results of 30 cases treated

with the same dose and the same kinds of antibiotics without leftose （contrel－group）．

  The results were as follows：

  1． There was not a much difference between the two groups in the summarized clinical effects，

but the ratio of the excellent effect was significantly higher in 40．60／o of the ｝eftose－group ．than in 26．70／．

of the control－group．

  2． As for the subjective symptoms， especia］Jy the frequency， improvement was shown in 39．SO／i

of the control－group， while ilt 78．60／， of the leftose－group， This difference was statistically significant．

（X2＝8．92， p〈O．05）

  3． There were found no side reactions due to administration ofleftose．

  4． Consequently all these studies indicated that leftose is a useful tablet when combined with

a small dosage of antibiotics for the patients with acute cystitis．

は じ め に

 尿路感染症の治療には各種抗生物質をはじめとする

化学療法が必須のものであるが，その補助療法として

近年酵素剤の併用が行なわれるようになった．われわ

れも膀胱炎に対して，抗生剤投与量を比較的少量に限

定したときの，lysozyme製剤であるLeftose錠の併

用効果について抗生剤のみ投与した対照群と比較検討

したので報告する．

対 象 症 例

 昭和大学病院泌尿器科外来通院患者で急性膀胱炎と

診断された女性49例，男性13例の計62｛列を対象とし，

このうち抗生剤のみを投与した対照群は30例（女性25

例，男性5例）であり，同量の抗生剤OC Left。se錠を

併用投与した群は32例 （女性24例，男性8例）であ

る．膀胱炎以外の尿路性器感染症を有する症例は除外

した．またいずれも初診時単染色にて尿中細菌の証明

された症例のみとしtこ．
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Table l．対 照 群

姦  性  年令  抗生剤 菌 種 総合判定

 1 女  22  CEX

 2 女  24  CEX

 3 女  27  CEX

 4 女  33  CEX

 5 女  34  CEX

 6 女  41  CEX

 7 女  42  CEX

 8 女  49  CEX

 9 女  50  CEX

10女50CEX
11女52CEX12  女  53   CEX

13女54CEX
14女54CEX
15女67CEX
16女69CEX
17女18AB－PC
18女22AB－PC
19女23AB－PC
20女32AB－PC
21女33AB－PC
22女51AB－PC
23女52AB－PC
24女64AB－PC
25  女  70  AB－PC

26男23CEX
27男62CEX
28男83 CEX
29 ce 26 AB－PC

30男65AB－PC
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投 与 方 法

 抗生剤としてはセファレキシン（以下CEX と略

す）およびベント．レックス（以下AB－PCと略す）を

用い，いずれも1日500 mgの投与：量とした．また

Leftose錠は1錠30 mg，1日6錠（計180 mg）を併

用投与した．効果判定は7日間服用後に行なった．

調査項目および効果判定

 調査項目は，自覚症状（頻尿と排尿痛），尿所見（赤

血球と白血球）および細菌く検鏡および培養）につい

て行ない，調査項目ごとに投与前と7日間投与後の症

状，所見の推移により，「改善」，「やや改善」，「不

変」の3段階に分け，総合効果判定としては調査項．目

ごとの効果を総合的に判断して，「著効」，「有効」，

「やや有効」，「無効」の4段階で判定した．また推計

学的処理はz2検定により行なった．

結 果

1，総合判定による成績について

 対照群およびLeftose併用群について個々の症例と

投与抗生剤，同定された菌種および総合的効果判定結

果についてそれぞれTable 1およびTable 2に示

した．これらの総合判定による結果を男女別および投

与抗生剤別に整理して対照群とLeftose併用群につい

てみてみると，Table 3に示したように，男性の症例

が少ないので断定的なことは言えないが，両群とも男

性においてやや効果は劣るものの推計学的には有意の

差は認められず，また男女とも抗生剤の種類による効

果の差はほとんど認められなかった．この結果より，

男女，抗生剤を一括して対照群とLeftose併用群と

の総合効果判定について比較してみると，有効以上の

いわゆる臨床的有効率でみると対照群の22例，73．4％

に対し，Le負ose併用群では24例，75・0％となり，両

者間に全く差は認められなかった．しかし著効率で比
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Table 2． Leftose併用回
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Table 3．総合判定

性別抗生剤 署効 有効やや有効無効 有効率

対照群

  CEX 5
女

  AB－PC 3

8

3

3

3

O 81．3％

O 66．7％

  CEX O
男

  AB－Pe O

2

1

1

0

O 66r7％

1 50．0％

Leftose

併用群

  CEX 7
女

  AB－Pe 4

6

2

3

1

1 76．5％’

O 85．7％

  dEx 1
男

  AB－PC 1

2

1

2

1

0  6｛瓦0％

O 66．7％
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してみると対照群の8例26．7％に対し，1・eftose併用

群では13例40・6％となり，Lefto串e併用群でより有効

な結果を得たが，X2検定ではX2＝＝1．39．となり推計学

的には有意の差は認められなかった．

2． 自覚症状に対する効果

 自覚症状の頻尿および排尿痛に対する効果について

比較してみると，まず自覚症状全体に対する効果では

Table 4．に示したように改善のみられたものは対照

Tab至e 4．自覚症状

Table 7，尿所見

改 善 やや改善  不 変

対．@ 照 群

22

（73．3％）

 6       2

（20．0％） （ 6． 7％）

         22
Lefto．s．e併用群．
        （68．7％）

 7       3

（21．9％） （ 9． 4％）

改善やや改善不変
20 1

に両群ではほとんど差は認められなかった．

対 照

   9
群
 （30．O％） （66．7％） （ 3．3％）

         16
Leftose併用群
        （50．O％’）

15 1．

（46．9％） （3．1％）．

群の9例30．0％に対し，Leftose併用群では16例50・0

％となり自覚症状全体に対する効果はLeftose併用群

でより有効な結果を得た．しかし，推計学的にはz2－

2．57となり有意の差ではなかった．

 そこで自覚症状の頻尿および排尿痛を個々に検討し

てみると，頻尿についてはTable 5に示したように

改善した例が対照群の28例中．11例39・3％に対し，

Table 5． 頻 尿

改  善  やや改善  不 変

   11 11
群

 （39．3％） （39．3％）

6

4．尿中細菌に対する効果

 尿中細菌は対照群で症例29のPseudomonαsの1例と，

Leftose併用群で症例11の同じPseudomona∫の1例の

計2例以外は全例消失し，巨群間に全く差は認められ

なかった．

5．副作用について．

 Leftose BF用による副作用は全く認められなかった，

ただ今回の症例から除外きれた1例でAB－PCとLeftose

併用投与により．内服1日目に全身の発疹が出現し投与

を中止レた症例がある．が，．ζの症例はその後急座膀胱

炎の再発があり．サルファ剤とLeftoseの併用投与を受

けたが発疹の発現は見られなかったことより，治験時

の発疹はLefモose．のためではなしに， AB－PGによる

ものと判断される．

対 照

（21．4％）

Leftose併用群
22 4 2

（78．6％） （14．3％） （ 7．1％）

Leftose併用群では28例中22例78．6％となり推計学的

にもX2－8・92となり， P＜0・05で有意の差を認め

た．一方，排尿痛についてはTable 6に示したよう

に両群間に何ら差を認めなかった．

Table 6．排尿痛

改善やや改善不変
対 照
   17 7 2
群
 （65．4％） （26．9％） （ 7．7％）

         15
Leftose併用群
        （60．O％）

7

（28．0％）

 3
（1 2．0％）

3．尿所見に対する効果

 尿所見全体に対する効果はTable 7に示したよう

考 察

 Leftos．eは卵白中に多量に存在するlysozy皿eを主成

．分とする酵素剤であり，．、このlysozymeは1922年

Fleming1）によ．り抽出されて以来，その溶菌作用，抗

菌，抗ウイルス作用，抗炎症作用および出血抑制作用

などが申沢ら．2）によ．り明らかにされ，またYuzuriha

et al．3）によるとlysozymeの吸収は腸管からほぼそ

のままの形で吸収されることが確認されている．

 抗生剤との併用効果について中沢ら．4）はin vitroの

実験からアミノベンジルペニシリンとの併用効果を認

め，泌尿器科領域における尿路感染症に対する1ySO－

zyme剤の併用による臨床的効果については，おもに

イタリアにおいて治験の報告がなされ，本邦において

も稲田ら5）は膀胱炎に対し60％の有効率を認め，山

口6）も75％に併用効果を認めたと述べている．単独投

与による急性膀胱炎に対する効果として和志田ら7）は

1日180mgのし賦ose単独投与により3日目の判定

で45％の著効率を認めたと報告し，Leftoseの併用量

について八寸ら8）は1日200mgないし300 mgが

好ましいと述べている．

 われわれは今回，急性膀胱炎に対する抗生剤の比較

的少量投与にLeftose 1日180 mgの併用療法につい
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て検討し，同量の抗生剤単独投与群よりもその臨床成

績が良好である結果を得，自覚症状の中でも特に頻尿

に対する効果は対照群と比較し，Leftose併用群で推

計学的にも有意の差で有効な結果を得た．八竹ら8）は

GEXおよびAB－PC 1日1500 mgにLeftose 1日

200mgを併用投与し，われわれと同様8日目の判定

で著効率57・9％と報告し，われわれのCEX， AB－PG

1日500 mg， Leftose 180 mg併用結果とほぼ同じよ

うな併用効果を認めている．一方，田宮ら9）は急性膀

胱炎に対する抗生剤の投与量と臨床的効果との関係に

ついて検討し，従来の投与量よりもより少ない投与量

でほぼ同様の効果が得られると述べていることからも，

抗生剤投与量を従来の投与量の3分のユ量に減少せし

め，かつ1・eftose併用によりかなり有効な結果を得た

われわれの結果から，Lefi ose併用により抗生剤の投

与量を必要最小限量に抑えられうると思われる．また

Leftoseは卵白より抽出したIysozymeを主成分とす

るためアレルギー反応の発現が問題となるが，和志田

ら7）と同様，われわれも発疹の発現は1例も認めなか

った．

結 語

 急性膀胱炎症例に対し，CEXおよびAB－P（】1日

500mgとLeftose錠1日180 mgの併用投与を試み，

抗生剤のみを投与した対照群と比較し，以下の結果を

得た．

1 総合効果判定では，推計学的には有意の差ではな

かったがLeftose併用群の著効率は40・6％となり，

対照群の26．7％より勝っていた．

2 自覚症状の申でも特に頻尿の改善率は対照群の

39・3％に対し，Leftosc併用群では78・6％となり，

推計学的にも有意の差を認めた．

3Le伽se併用による副作用は1例も認められなかっ

た．

4 以上の結果よりLeftose錠は副作用もなくかつ抗

生剤使用を少量に抑えられ，急性膀胱炎に対する併用

酵素剤として有用と思われる．
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